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Studies on the Construction and Overall Character of Dietary Life 
-The Tradition of Eating Habits， Manners and Custom一
Michiko KUROSA WA and Aki KONISHI 
There has recently (Showa) been increased domestic expection with regard to the tradition 
of manners and customs. 
This paper focused attention on health. and encouraged researcher to purpose study on this 
topic (Heisei year the 1st and Heisei years the 22th). 
This paper is not just a properties paper. but the students and mothers. 
The appearance at this time of the paper presenting the properties and value of research is very 
significant. 
The purpose of this paper is to present knowledge. and to introduce properties which could be 
applied wi出 inthe health science. 
The paper is warmly commended to a1 with an interest in domestic science and not only to 
those engaged in health science. in the hope that it might contribute to the those of domestic life. 
Domestic science can be expected to find application in a very wide variety of field. including 
the family. life and foods. 
Domestic science can be expected with in a food science or life science. by means of 
understanding the phenomenon or function to serve the welfare of mankind. The paper consider 
the link between ]apanese cultur. year's celebration and ages. 
We would like to express our thanks to the mothers and students of the projects of 
investigation. We would also like to express our deep apprecation to a1 domestic home and 
families or supported our projects. 
キーワード:慣習 custom.伝承 tradition，家族構成 family structure， 
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AIf.: BIf.: A群 B群 AIf. Bn A'手 elf AIf. BIf. A群 elf.
20年前 現在
正月に雑煮を食べ手作りお節料理を買ったお節制I盟を 七草拐を食べる 成人の日に小豆粥節分に豆まきをして
る 食ベる 食ベる を食ベる 大豆を食ベる
(1) 1-2月における日本の行司匹食
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90 _-R守一口組父母と同居「80 一 口組Iaと同居




山=田町二日30 20 口 口10 巴 口。
A&草 BIf. AIf. B群 AIf. B鮮 AIf. B群 A&宇 BIf. A群 B群
ひな祭りに1:1あら響のお彼岸に手作容のお彼岸に買っ子どもの81こ柏餅七夕にそうめんをお盆に繍進料理を

















BIf. AIf. BIf. AIf. B群 An BIf. AIf. BIf. 
秋のお彼岸に手作秋のお彼岸に買っ冬至にかぼちゃを年組しそばを作って出附の年起しそ1:年館しそばを外食
りおはぎやlまた餅たおはぎやIまた餅 食べる 食ベる を食ベる する
を食べる を食ベる
(3) 9-12月における日本の行事食













































































共立女子短期大学生活科学科紀要 第55号 (2012) 
予想どおり，厳しいものであった。敢えて述べ
るとしたら.核家族化した家庭生活に対して食
生活教育の側面から女子大に学ぶ学生に「日本
の食文化を祖母および母親から受け継ぐJとい
う認識と，そのための手法を身につけさせる事
が今さらながら大切な課題となっているのでは
ないか，と考える。「行事食を教授してくれる
教室がほしい」と言う母親達の声もあったこと
を考えると.小・中学校の家庭科の授業におい
ても取り上げるべき「家政学の課題」ではない
だろうか。
以上，核家族化が今もって進み.三世代以上
の家族構成での家庭生活が極めて少ない現状で
ある。すなわち.以前のように新しい家族の一
員となった息子の妻への食文化の伝承行動は.
極めて希薄でかつ期待できないのかも知れない。
なぜなら.娘をもっ母親が「娘に直接的に.我
が家の味を伝えたい」と願い.さらに一方で
「行事食を教授してほしい.そのような教室が
欲しいJと回答しているのであるなら，これは
「行事食」を大切にしたい. という気持ちを十
分に抱いているにもかかわらず.母親自体が，
すでに家庭生活の外側から学ぼうとしている事
を示している.と受け取らざるを得ない実態で
ある。例えば.バレンタインデイ.ハローウイ
ン.クリスマスなどの行事についても，同時に
調査し，韓日家政学会にて発表したが，これら
は盛んになるばかりである。一方.昭和初期迄
の日本の食習慣は.家庭外で支えられて辛うじ
て行われている実態が目につく結果であった。
乳幼児の教育を考えるに当たって.核家族構
造より拡大家族構成の方がベターだと叫んでも.
従来の嫁・姑の家庭生活は相当な矛盾を引きず
って来ているのである。子どもを育てる家庭生
活について考える際.これは大きな課題ではな
いだろうか。本報は「行事食Jの側面から母親
世代の今と.約20年前とを比較しただけのもの
であったが.その中で.食習慣の形成と伝承に
おいて.子ども逮への食教育の必要性と家政学
が支えるべき範曙が多少なりとも確認できる調
査結果であったことを，あえて，ここに記して
おくこととする。
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